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　　　　　　　　　　　　　PPDTUと金属のみよりなる樹脂の．合成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県小㍑商楽i自i等｛拳校　　秋　　　山　　　昭　　　夫（化6）

　　木蹴ではキレー・齢蛾のみよりの樹脂化杣みてき　㈱分1解

たチオ蹴搬1分乎中に2ケ有する…ラ・フ只レン・　、C・（NO、），，　C・SO、，　C。（A、）、とPPDTUのDMFで
ジ’チオ懸（以下PPDTU）酬・・キレー1・締粋ると　蹴さ靴もの，C・C1、とPPDTUのDMF＋H，O，1・の反応物
樹脂化醐能で鋤・醐数2・4・6によ・て分　殴噸　をC・（NO8）、，C・C1，，10〔1・C，C。S。、，C。（A、）、120℃

わってくる。キレート生成の際に・これら配位数の異るもの　　　で加熱する，その紬果を91Rで調べると，1420，1315付近にお

を齢鷲ことによって酬欄変の適当抽の酬粥る・　脳吸収力・物す紗みで大きい、i靴眈もc・ロ、につい

漂瓢離鷺；＝；、蹴二㌫㌫譜‡驚・°1S°・・C・（A・）潮ろ・・り・・酬
瞥である。この合成の特長は，室温で混合するだけでよいと　　（6）酸，アルカリによる加熱分角辛

㌫難総蹴㌶劉：｛蹴、瓢30瓢謡塁鷲麟瓢砦で驚
等の点がある。本研究に於ては，樹脂化，耐水性，突1｛安定機　　C1ボイルでは水ボイルと同じIRの変化で1667の減少を認め

を中心に検討し，次の研究を行なった。　　　　　　　　　　　られる。

‘ωPPDTUの餓　　　　　　　　　　　θ）加水多》解
　パラフ・ニレンジアミン蜘醐‘にし・これに・ダンアソ　PP叩田；いトは水に鞍定である。・初タ珊矧は
モンを作用させてチオ尿索基を2ケ灘入した。黄色針状結品　　DMF中と，DMF十H20111とでは当然異ると思わ：れるので

MP220°C・イオウ31・7％・・㌫13・8％である・　　　C・（NO・）・樹　旨をDMF，　DMF＋H，O・1・・飴1飢たもの

’（2）水刺こ於け醐蹴　　　　　　　　　と，Ct1C1・DMF＋H・Oで餓したものにつV・て水・Pでbp15
　　PPDTUが水に不溶のため不能でdらった・　　　　30・60分ボイルしたものの水i容糊・のC・イ淑の椥［1，そ2τ
・（3）DMF中の樹脂化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に銅塩の添加による沈でん生成の有無，班に分解物にDMF

　　PPDTU2MをDMFに洲礼3M醐‖塩DMF溶液な　を力賠てボイルしたζ賊物のIR漱化点，そのF腋のC。イ
『曇温にて齢すると餓される・この際・タルのみが樹脂の　オンの有《｛鰺の他を調べた。

形成に必要であれば伸嚇につし・ては・アニオンの種類如　（8）DMF中でのボイルによる再ホ輪

何にかかわりなく同一物が生成する筈である。併しこれらの　　　CuSo4DMF中，　DMF＋H20中について2．30．60・12
・生成物の性質はかなり共なっており，工Rも違っている。こ　　0分ボイルしたものを調べたところ両者に大差なし。Cu　Ac2

こではCu（NO8）2が樹脂化するのみでCuC12は殆んど収率　　　は両者とも分解され易く定．宜的変化の比な得られなかった。

なく・他のCuS°・・Cu（A・）・は粉蛾であ・た・　　　DM柳で2分ボイルしたものを聴，と，C・A・、のDMF巾
・（4）DMF＋H20中に於ける樹脂化　　　　　　　　　　　　とDMF一トH20巾とでは後者の力がホ吉合が少し良い。　CuSo4

　水中で船解離すれ↓洞一鍋を用いればそのア⇒ンの．のDMFとDMF＋H、OではIRの！吸収の1667と1388とも
種類に無関係に同弔が1尋られる筈である・併し水に不溶な　に莉緒の方が拡大いボンドの形式が認めら描。

・のでDMF7：水3の比で行なった。したがって完全解離は　　（9）加水分解後DMFでのボイル時間差による工R変化

出来ない。Cu（NO3）2・CuC12が樹脂化CuSo4，　Cu（Ac）2は　　　これにはCuSo4　DMFで生成したキレ阿トを水で2分ボイ

．粉末。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルして分解させ次にDMFで2，，5，10分ボイルせしめたも
　以上の相違は予備実験の結果からも推測されたので，アニ　　のを見ると1667と1620の］：ヒは少々増加するが，1388は時間と．

オンによる違いを見る為に同一カチオンを用いた。収量は定　　　共に増加し，つぎに減少している。これからDMF中でのボ』

上的であった。勿論コンプレックスも含まれ・樹脂化したも　　イルでも限りがあることは明らかである。

のはDMF単独ではCu（NO8）2のみであり・この様な相違　　⑩PPDTUの水またDMFボイル
はDM帥では塩の解離がおこらずc・・に結飢たア吋ン　撚・1R｝・みら描吸収の変化がキレートイヒ鋤と関鯨
の立体障害がPPDTUとのキレPト生成に好ましいものの　　く元のPPDTUが同様な変化をすることもあり得るのでP
．みが樹脂化可能と云えるようである。立体障害の小さいCnC　・pbTUを水で2分～1時間ボイルしたもの，　DMF中でl

I・はこれに比して全く固酬勿ξ賊がないことはこの妻陵鰍　1醐ボイ・レしたものIRを調べるとIRは完全に一致した。

している・DMF＋H・OではC・C1・ヵミ樹脂化して・しかも硬　これ｝辞レー蹄合の不難性がキレート締自身の鞍定

援蹴’ものが得ら治ること｝まDM叫1と蹴て興㌫㌫匡蟻灘㌶綴の・考え・れる・

なおDMFと塩との関係欄べたところ’‘1　塩は・ンプレ　測定の結果，分解点鞠・らC・1C1、DMF＋H、O，C。（NO、）2

・クス姓ずることが殼られ・これ醐｛媒として・政り　DMF＋H・O，　C・－2（NO、），　DMF中の順に1日1縦性が大
．負なりに，働くことが考えられ，、それが銅塩とpPDTUの　　　きいことが認められている。

金属キレ〔ト錨体にも影響しているとも考えられる。　　　　　結論
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故林貞三先生の蚕糸功績受賞をたたえて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青　　　沼　　　　茂

　林先生が逝去されてはや一周忌も過ぎましたが，来だに御　　ては一般教灘部をもつことを守ることが川卍しいが，現在と
元気な頃の豪快な笑い声が耳もとをはカcれない。あの堂々た　　しては学都側が〕’↓剣｝こ言」議しsこい～：・かP♪）胸肋ご旭す、ヒきでは

る体鵬の先生があまりにももろく他界され，約20年近く先生　　ない。それよりもできるだけ鼎く：大！｝；互院（枯三1：縄程）宅鰍識置

の下で御蝋になった私にと。てけ，鍛鹸っ酬いで，　ヂる」：う蜘策繍げべきでま・経じぱ雛・1日・入れ・小
当時け改まって先生の思い吐1たど少しもわく気狩に．なれなか　　泉学部長ら関係培の努力によって拶1泊i人■院設償が実現可・て

った。その後究生の堅地に時折り行って，在刊1のことなど　　いることぱ周知のとおりで“婁赤。以上この機会に，比較的那ll解

思い浮べているうちに，ようやくこ顧は。てぽめて，　翫てじ・なか・た林総硫卵kに・・い炉間棚測1眠
一言何かかいて見たい気がt，てきた。ときたまたま大日オ蚕　　　福を祈次る第です。

糸会よりの蓑糸功績受賞というしらせを耳にして，大狛こう・　　功繊概要
れしく感じた。いまにして見ると，タ已ヒは粥に時流のそこfくす　　　大正5年上田蚕糸専lllj学校な牢諜，圃桐i屯水館製糸｝りiに人

えを見透されていたように思える。一例を学部機構敵革にと　　社，同9年同所を退社・偲校の要‖Iliにより，上川撮糸1∪：門学

りかかじ、れた頃のことについて述ぺると，製糸学を担当され　校助教授と1．，て製糸の激鞭をとり一｛1酬2年剛：抑・姻受撫

た先生自1，が製糸学科を廃するプコ向を打出された。そして当　　　る。その後昭和21年官制尊女正により・上川繊維専lnl学校教授

「時，讃糸界一般からは甚だ無慈悲た措置のように受けとられ　　　同24年信州大学教授をθ1・任，1司33年には稻りll：た学繊維学部長

ていプこ。然し「いずれは大学の学科としてば将来が思いやら　に就任，転換期にあった榔騨部発展のため筑献した。ll｛俄

れる時が来ることは事実であるから，零等には恕いが，砦い　　　354p停年制により退職したが，ギ1三職黎に41イ臼こ及び，この間

んだから，あらゆる困難を寛服して再出発してくれ」と涙な　　外務省の対支文化事業による11い1－親善旅行，文i！｛1蹴の融維事

がらに再三申された先生の言葉が現在実感としてひしひしと　　情調査団として満州，r｝コ則に『1畷，さll、にヨζ音II省在タト研冗n

身に迫る思いである。斯様なことを申し上げると一見，今回　　として生糸検査及び格付法の調査研憤1，並に生糸加：【：業の宅兄

の先生の受賞と大きく矛盾するかのように思わるが，私は決　　察のため渡米，帰朝後「製糸読本」「蚕糸読本」「’製糸」等

してそうとは考えない。林先生の持諭は「日本蚕糸業｝ま国の　　　の著麹をlfl版，現場技術者の技術向上につ、とめ，戦乱期竜ご避

保護育成によって余りにも長く経過してしまった。という歴　　　えても蚕糸研究を続行，特に戦後はnオ噸ミ弗盤の在り刀につ・

史が今日，訓・常なわざわいになっているん品この点を駅　いて餓1繊瀧つづけた・1酬3瞬・判燈助繊会ぷ32
改め，自立態勢を確立せねば〃」と常に警錨を発しておられ　　年には日本学術会議会員に選ばれ蚕糸樂界の発展♂cらびに喪・

た。これは日本蚕繰の今後の方向づけに大いに貢献するも　糸研究鋤叱面商躍，その後同33糠騨ホミ1学振鰯櫟議会’

のと思う。勿諭先生の今回の受賞け下記功績概要にみられる　　委員を委嘱され地方の科学発展に寄与した。同3がド大日本蚕

が如く，各般の業績の蓄積が受賞という結果をもたらしたこ　　糸会評議員，ならびに日本蚕糸学会副会長の要職を兼ね，常『

とは言うまでもない。ことのついでに聞いた話だが千曲会顧　　に日本i蚕糸業ならびに蚕糸学の発展に努力，さらに研究面で

献』相談役の懇談のさいも信州大学一般教育部統合問題につ　　　は製糸技術の根幹をなす繰糸張力の研究を大成した貢績は大．

いて昭和37年末にも話題となったさい，林先生は午曲会とし　　きい。　（昭和40年5月10日）　　　　・

　　　　千曲会臨時総会議事録　　　　　爵㍊㌶ξ欝醤講6蕊ま誉蕊慧塁ご・

　　　　　　’昭和40年7月11日年後1時より　　・　　　　　　　6月6日　理事会を開き情勢急変を報轡・

　　　　　　繊維学部第1会議室　　　　　　　　　　　　　　　6月7日　教官会議で再審議，票決，統合に決定。

1．　開会のことば　田口理事　　　　　　　　　　　　　　　　　6月17日　理事会闘催，21日臨1時総会の可否を評縫会｝こは・

2．理事長挨拶　総会開催の理由一東京支会の要請にょる，　　　　　　　　かる（轡面にて意見を求め賛否を問う）

　教養統合についての報告と蚕糸統合については一部の者し　　　　6月28日　評識会の決定（開票）により7月1旧臨暗総会

か知らず，後者については教官会言敵もはかってないので　　　　開1雛決定する。
　その点含んで討議してほしい。　　　　　　　　　　　　．　4．学部長挨拶

“議事運営について都合により第4の一般教養統合に関すに　　　名誉会長としてでなく学部長としての挨拶という前置きで

　報告が行われた。　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　千曲会報了月号に掲載と同様の説明あり・要旨は次の通り’

3．　一般敦養部統合に関する報告（理事長）　　　　　　　．　・　今回の統合問題には本質的に2つの問題があった。①1ユ…1の

　昨年11月23日通常総会において統合反対の動議があり（上　　　丈教政策。②学問問題である。

　小支会）決談を行なった。　　　　　　　　．　’　　　　　　　㌔　国の文教政策としては新制大学の教養は1ケ所で行う

　12月21日　上田市議会で統合反対の惹見書を決談された⑪　　　　　　という強い基本方針があったこと。

　2月5日　信毎紙上に単科問題の6己事掲載さる。　　　　　　　2．学内間題としては統合に対する怠見が狡否iif6派に分れ・
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　　　常に一致しなかった，統合反対にきまったときも一票　　部省へ報告しなかったか。

　　　差であり，再審議の結果賛成となった。　　　　　　　　田口理事　繊維は信大の一貝である限り一般激養統合，文理

　統合反対の唯一の論拠と思われる単科問題も最近の学部の　　学部改組，教育辮lll統合の三本柱について協力すべきで，文

　発展に則応しうると思われず文部省も色よい返・§はしなか　　部省ではこの点で問題にしないであろう。教育学部へは入学

　った，そして学部教官の質からみて単科は無理と思われ，　　定員拓減を指令してきており，このため松本分校は出止1する

　また学園ムードも工学部への移行希望が圧倒的である。　　　ことになるが繊維はその責任をとるかとの質問があった。信

　以上要するに学部長としては学部をよくするために行った　　大では繊維が議決を持ってきている以上受入れることはでき

　ことであり，千曲会の獄向に反する結果になr）たが，諒解　　ないが将来入るものとして文部省と折渉したと思う，現に本

　して欲しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部では繊維の入らない状態で計画を進めてきた，ところが直
　議長選、日］　淺長　鈴木玄九　　（兵庫支会）　　　　　　　接繊維と文葡1省とめ折衝は今迄我々が考えていたものと全く

　　　　　　　　副　　坂本勝三三　（安筑〃）　　　　　　　反対のものであった。予算人事は教養部長が行うことになっ

　議事録署名人　委員　窪田作水，石川　博　　　　　　　　　ており・そのため上田へは駐在する形になる，その結果信大

　議　 題信大繊維学部一般教養課程統合｝こついて　 rllにあって専門を充実させるためには統合せざるをえない。

錦木議長　東京支会の提案議題であるため同支会より提案理　　北条理事　教育効果の点で統合が今よりよいと決定したわけ

油の説明を願いたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でない，そのため実効の上るまでは千曲会の決議な撤回すべ

斎藤義（東京支会）昭荊124年文剖1大臣認可のもとに敦養が上　　きではτcい・米ほ1は救養を個問に渡て｝て行っており，教養

団に併置され，現学部長も本学部は特色ある大学と強調され　　をとりもどしたいといっている大学もある。
昨年本総会で統合反対決議がおこなわれた，ところが教官の　　湯原（高知支会）救育は人ll｛1と人間とのつながりであると思

投票で統合が決行された，教日の質的な問題があるとのこと　　う，教官と学生のつながりを陪にした学校運営な望む。

であるが，一応単科を夢みてきた者にとってこの決定は不満　　　笠原義（上小支会）北条氏の1（i《見に賛成。

である，そして本会の決議にたいし幕を如何に引くべきか提　　渡辺（三三丹支会）決il鍵解功1£じるしな下さない北条氏の懲見に

案する。　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　賛成。
母袋副理事長　織鰍こ入る1］町に名轡会長としての挨拶を願い　　江口（近畿支会）一般教養統合は教育がよりよくならなけれ

たい。名鞍会長であったはずの学部長がこの挨拶で述ぺられ　　ば反対である。

たことは今迄我々が聞いてきたこととは全く相反している，　　岩下（栃木支会）1年間の纐嘩には剛趣iがあるが，半年間を

・小泉学部長　名4絵長として挨拶する必要はないと思う。　　　ζちらで持つならば，これをより充実するよう学校側に嬰銀

母袋副理事　学部長としての挨拶は名醤会長としての今迄の　　する。

．・ ･拶とは大転換である，今回名潜会長として挨拶がなければ　　北条理事　運動することはプラスにならない，学校側で決っ

やむをえブよいから徹回する。　　　　　　　　　　　　　　たからそれに従うというのではなく，今後の開題に含みを残
一猪坂相談役教養統合問題は過去の問題となった，専門と教　　す程度にとどめるべきである。（金員賀成）

養課自についてアカデミックなものにというのは如何に解釈　　鈴木議畏　決議案文は理」桧へ一任することで①議案は可決

’するか疑問であるが，大体の学部長の主旨には賛成する。そ　　した。　　　　　　　　　　　　　　　　，

して統合に踏み切らざるをえなかったこともやむをえないと　　　（討三）7月23日開催の’1；『任理ボ会において次のように議決し

、思う・しかし今後の問題として，学部の将来を決定する大問　　た。

題を教官のみの決議にまかせてよいかどうか納得できない。　　　千曲会は一搬救養の参加については教育効果の認められる

一学部管理に卒業生がどの程度関与できるか考えてみる必要が　　　まで反対の意志を撤回しない。

ある。即ち千曲会は決定権を持たず圧力団体のような感を与
えているが，上田市民，5．oooの卒業生，関係業界といった　　　議案2．大學における蚕糸学関係学科

一‡≧㌶㌶議㍑糟篁禦瓢；蕊、　　の鞭のあり方について
・千曲会をより発展させるためにも前むきの姿勢として考えて　　鈴木議長　東京支会より提案理由を説明されたい。

’貰いたい。　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　斎藤義（東京支会）上田，京京，京都の三校の蚕糸学関係を

蒲生顧問　学部長も名潜会長としてのしつかりした考えをも　　一ケ所に統合するとことを聞いているが，上田へ統合すべき
っていて貰いたい。当時肪）言葉は独立はベビープームという　　であると思う。‘上田に統合することを提案する。

・絶好のチャソスであること，本学部は工学と農学の間にある　　山口理事長　この間題はまだ教官会議でも宋審議である。幸

ため伸びられないから独立したいとのこと，またさらに束信　　い繊維農学科主任松尾，紡織工学科主任の荻原両先生が文部

：地方は絶好の学園都市であることを主張されていた，そこで　　省の尖惜に辞しいので説明願いたい。

私はここにある大学を充実すべきであると考え関係方面に意　　松尾理事　文部省から蚕糸統合答申案が出るまでの経緯につ

『向を打診し本会の決議に忠実に適進したつもりである。　　　　いて報告，その概要は木学では昭和36年養蚕は繊系1膿学科に

・小泉学部長　前にはそのような考えをもっていたが，学部長　　製糸は紡織工学科の原料学講座と機構を改め現在にいたって

としての立場は非常いむずかしく票決ではたえず半々とでて　　いる。このようになった理由は昭和34，・35年頃養蚕学科は入

なんども決定できなかった。学校をよくするために行ったが　　学定員を割り学生の質が著しく低下した。製糸では卒巣坐の

一学内状勢は全くむずかしい状態にある。　　　　　　　　　　大部分が蚕糸部門に進まず他産業に進出した。同じ頃東京は
山口理事長　学部長は名誉会長であると同時に卒業生である　　製糸を工学部（繊維学部）に残し，養蚕を堤学部へ移行改革を

’私も理事長であると同時に教官でもある，このようなことの　　行っていた。その後業界は純粋な蚕糸教育を要望するように

ため学部長の立場からはまだ云えないことも多いと思う。　　　なり，文部省は縮少する立場をとった。この両者の要求が偶

、加藤（安筑支会）統合については終止符を打って欲しい。　　　然～致して今回の答申となったと思う。その内容は三校が統

’波辺（三丹支会）4月の時点では参加しない，このことは本　　合して農学部内に蚕糸学科を編成し，養蚕コース，製糸コP

・学で理解されたというであるならば学長，事務局長はなぜ文　　スとして14講座（うち4講座は研究所）とする。この実施案
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は40奪度中にまとめ，41年度概錘要求，42年度発足入学譜を　　に双りおくれ7cいよう｛文「目で欲しい・

入れる予定になっている。この劇こ対し刺胴怖酌に反刈　金令木議長縞命を出して｝珈1・∫・
凍京（工学部）製糸は反対，拘輻ぴ学部）け賛成，」田不明　　猪坂（L小）放ってふ3り｝よ文1｛ll省の’倒川んが㍉一，！：に汁るが

となっている。さて外学部内として日学・内の将来；1「1｜1がなお　　　この会・1婦Lこれを61祉寸るにめのものU虹ないか・・

あいまいてあるが，端江螂1｛にし紺れげ学部は発展1．な　小泉学部畏自州岨場o）階呼ぱずごの・Lぴ↓・の鮒る
いという空気ガ80～90％を占めている。また別に五糸に闘す　　　のに｝｝仕成てさムいということを文部1㌦にいったが，叉部W

る学部をつくることについては自イhがない。農学部て蚕糸孜　　てぱ丘糸学｝こ対するピジコンをf’1りたいのだゐいパrいた，

育を行なわなりればならないというJlll山は例えは工学系｝こあ　　村山1ぱ｝llk官はこ」しを強制する考☆けないといい・足宮山利学

ったのては後継者を喪成することが出来ないことてある。し　　官も最終集てはたいといっている・1か1我々の力に強力γC
たがって残る問題としては文部省案に兎り丁学糸学オ1へ学利　　　案がなければこの政鍛をとるII∫『U’1が弓，ilいと思わλ1，9月に

円容を変えてゆくヵ，また｝コこのまままもっていくかてある　　及部竹に叉川り1絆しなりればみ：らない《）この孜官ぐご議の”｝」気

しかしこのままといっても仏質改善をせままれ，いつま←Cも　　　ては蚕糸救竹を強く残す可能｛ノ！｝1｝全く汚rい。

蚕糸を残すことは非～1；1に困畑てある。　　　　　　　　　　　　母袋副理事長　この間題にっいで艮野児£こてぬ問1．～こ。知巾

町田理事　文部省集内容が分らない人のために内容一部説明　　　け長‖｛∫県濃政のあり方とLて飯糸にけ」レ常ノ劉対心を拍・、てお

があr）た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，〕弧大問題だと思うといっていノこ。・をLて艮野県に拍r）て

荻原顧問　この各申案は委∫桧の硫案ケCあるとの解粕があっ　　来るよう努力するといっている。

たが，三三入学の関係者が集・って協議1山1終案がっくら］しるこ　　　猪坂（⊥小）知事と茶糸泉審議会てII艮“命」一るo文∫1｛惜案を阻止

とになると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する」とが川来ると思う。そのノこめ貴’〔「公“畿の線と反対θ）結

蒲生顧問　文部省の怒中によれば農学部におく方が便利てあ　　　果にかると思うが，それてもよいのか。れ剣な研ηCタ撒朋行し

るとされているが，この委員諸氏はこの道の内門家てはτcく　　たい。

提工別の立場から考えたものてあるo実状は製糸の白動化，　　　松尾理魏　繊制工学部の宵えノ∫の強い折だけによほど」二止な

∧蚕の機械化はすべて本学の卒諜生1、吝子によってそ了っており　　いと独走しては困る問題てある。

むしろ工学系にある力が蚕糸学の発展にけ塑ましいくらいに　　江野村（川陽支会）問の流れを寸llll会がよく知P♪なければ糺

考えられる。願わくぱ囚難でも～ちろうが再検討して是非上田　　　判をうけると巧える。

へ統合されたい，その点千曲会全員の賛同を期待したい。　　　猪坂（上小）張糸業軽視の問題てあり，ただ一県だけの問題て

香山（上小支会）上田に今日の入学があるのけ蚕糸莱の業績　　　なく皿要問題てあるo

があったからてあり，蚕糸がなければ上田に繊冊学部をおく　　斎藤義（凍京支会）止田に）；4借すζ，ことを荊提に」［休案を練

必要慰1．はない。．L田に蚕糸をぽきたいし残したいが，ところ　　　るべきだ。

が学内てはそのような空気はないことは祖実のようだ。　　　　　関理事　晒間をかけても斎膝氏の、打｝ll右・lhlくぺ5だo総会は

井沢（上小支会）蚕糸をやっているのは三繊維入学ばかりで　　幾皮も開催てきるものてはない。したがプ五、のLパ澗題
はない，i蚕糸学を作ったのは泉大の先生てあり，肌i林省蚕糸　　　は充分隔聞をかけて討諭すべきであるo

試験場長は東大出でなければなれない。そこて蚕糸学は学問　　　岩下（栃木支会）多くの醍学部でけ方向↑オを出Lたため欠敗

体系として成り立ちがたいから繊ホll農学の一部として蚕糸方　　　した。文部省ては大学自治ということを強調〕るのが常廷↓｝

面に向く者を養成すればよい，逃蚕製糸をやったからといっ　　る。それよりここの教官会議の決定が問題であるからFllll会

て蚕糸業へ進むとは限らず，基礎教育をやった者似11から蚕　　員川身教官の反省を期1寺したい。即ち蚕糸は弱くなプCいる

糸をやった者を出せぱ良い。例えば言誕をもうくる程度ても　という現史に日をむけるべさだ。三者の1温合い｝こより上田

その道の専門大学を1⊥悔ものより優れているものを田したら　における蚕糸学の力向腔きめていたださたいと思う。なお

よい，後継者は他入学より優れた人材を作ればよい止偲う。　　　この答申案内容は時代おくれの感じがある。

猪坂（上小塔申案起草i委員の剤liは加何にされたか。　　　松尾理事学｝撒官の慮向て決るの・ぐあるから三者の話し合

松尾理事　文部省て選出したと思う。　　　　　　　　　　　　いが必要てある組級をつくるならそのような場をつくって研

猪坂（上小）この統合の決定推はだれが持つか。　　　　　　　　究したい。

松尾理審　現在の大学菅理方式ではこの教官会1義て決まるこ　　井沢（上小支会）蚕糸の学問をおくことは学部の将来方向を・

とになろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阻害するかのような感じをうけるがどうか。
猪坂（上小）この案に乗るか乗らぬかをこの教冨会議て決める　　松尾理事　将来学部がどのように行くかでこの問題は決声）て

とすれば蚕糸以外の大多数の教官会議であるから結果は白ら　　くる。農学士，工学士両方を出すような学部では駄nて，学

明らかである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部の発展のためには工学士のみ出す学部にしなければならな

松尾理事　全く明らかてある。即ち学部将来；1画が工学部を　　いという嵩見が1下倒的てある。これに勝て～1）、義諭てなければ

志向しているとすれば否決されることは明らかである。　　　　駄日だ。

斎藤義（東京支会）学部長の考え方を聞きたい。　　　　　　　井沢（上小支会）農，工学士の爾力を川していけないという

小泉繊維学部長　松尾卓見氏の意見と同様である。この学部　　のはどういうことか。

で蚕糸教育をやる事は甘く考えられなし・。　　　　　　松尾理事時代の評価は工学，用・紅学，繊1江学，農学の
斎藤義（束京支会）最近同窓の先生が少くなり，学内の教宮　　順になっているということらしい。

同志ても溝が深まってきている。三者（学内教官，溌界，卒　　井沢（上小支会）氾学関係の先生には人いに勉強していただ

業生）の話し合う場をつくってはどうか。　　　　　　　　　　いて農学も必要てあることを曲忍疏していただきたい。

小泉学部長今の話しは前年私が提案した・両者の交歓を深　鈴木議長長時脚こわたって研究していただいたの・欲の議
める必要がある。支会総会にも広く賛助員の先生に胡席して　　決をもってこの会議を終りたい。　（一同只1義なし）

もらい話し合う外ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　◎大学における蚕糸教育改酋の在り方については学内教官，

高村（神奈川支会）時代は変ったが過去において曝学科名が　　　　染界，卒莱生などて研究会をつくり充分椀，fする必要があ

非常に大きな影響をもつていた。これからの大学は叶代の波　　　る。
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臨時総会の顛末を聞いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京支会HM生
　去る7月1旧には千曲会としては稀な臨時総会が開かれた　　　うになったそうだ。ある代il泉員から「うちわの会ゆえなごや

比較的若い層の会員の積りなので，評議員であることもうか　　　かに」とこれも異例の発言があつたほどで，さきゆき心配し

つでいたが・その評r頗会（i欝而会議）の要訓こよって輔‘　た理隈は早速立て「このllr｛分はけ秘割順にL，ゾこいがど

時総会であるから，要件の緊急さとm大さはもって知るべき　　　うか」との劇的展開があったそうである。それか母校の一火

である。もとより閏：面にも開催の趣旨と議題が二つあげてあ　　転期にある重大時点における岡窓会総会の日副1：の頭首である

った。即ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とは脊妙な情芳tであったろう。

　L　信州大学における教養課程統合問題　　　　　　　　　　そのようなシ｛ンにしろ，たとえどのような共常な総会に

　2．大学における蚕糸関係学科の激育のあり方について　　　しても総会である以上は秘密会議にすることけ日1来まい。会

　いつれも酬交を今日まで築き上げてきた礎石に関する問題　　祉の株主総会にしても凡ての総会け公示的性格をもっている

である。その1については昨年の定期総会の決議から始まっ　　ものである。理事長はなんでそんな発言をしたのだろう。議

て，前々から会報に学部長ほか1ヴ2の論凝が諭説し，その　　　長はそれを別に動識としてとりあげなかつたそうであるから

帰結が案ぜられていたところであり，さきの評議会通知でこ　　代議員としては拘束されずに支会に．帰って報告もしようが，

の二番茶劇のどんでん返しで結論がでたことを知ったが，こ　　千曲会報による全会貝への広報も当然なされるべきである。

鵠認蕊麟禦舗：聯鰍㌫　　　教馴合の議題
謂3繊縮酬の薗詠学科の統合整理問題がし・よい敢蜘嫌　　1｝ll言引祝浪］晒昨年の総会で議決になり・岡窓会の意志｝‡

として検討が始められたものと感ぜられたので，今度の総会　　　決識文として学部長・学長に表明してあったことは知ってい

には代議員なかって出たいと思っていたが遂その機会を得ら　　た・ともあれこの問題の決定権は学部救官会識にあることで

れなかったので，出席代議筑からの報告を聞いた小生の感想　　あり・同窓会のどうにもならないことであるにしても・〕邑去

を述べてみたいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　において同窓会が絶大な使命をかけて獲得した既得権を放棄

　　　　　　　鰭会蹄退のこと　　‡㌶灘瓢警㌶§㌶羅議㌶
　会次第け型通り次のようであった。　　　　　　　　　　　　部意志が非常識にも「一事不再理」の法則に反して再検討の結

1・開会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果反転して白が赤となる結論となったと秀う，およそ選良の
2．理＃長の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府や学識の集会にけ考えられないし超り得ないことである。

3．名誉会長の挨拶　　　　　　　　　　　この議題に対するダ傭者の気勢剛醐で，己に決ってしま
4．一般教養統合に関する報告　　　　　　　　　　　　　　ったことなら今更どうもなるまいとの諦観が支配的だったそ

5，議長選出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うであるからあれこれ云うまい。ただし結論として誰か学内

6．　議　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事が云われたそうだが，　「同窓会の意志と｛学部のそれとは、

7．閉会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澱憾ながら一致しなかったが，統合がよかったと秀う実IEが
　会長の来席がおくれたので，報告が先になっただけで他に　　あがるまでは旗印は下さない」と云うととであろう。

麟㌶㌫灘長蹴竃ζ難螺㌫　　　融教育の議題
がどんな底意をもっているにせよ挨拶の仕方でどうにも現わ　　　蚕糸行政の一端をも職とするので蚕糸業界と蚕糸教育面と

せると思われるが，ことさらに訂正の了解を議場に求めたの　　の歩調不均衡は何とか手が打たれるべきだとは考えていたが

は意味があったためであろう。　　　　　　　　　　　　　　いよいよ文部省け蚕糸教育の統合整備案なるものを打ち出し
　小泉学部長は前林学部長の後を継がれて以来名洋会長も御　　　たので・従来蚕糸教育の主流となつていた上田・凍京’京都の

受けになっているはずであり，今までの総会は凡て名誉会長　　三繊維学部では急きょ真剣な研究が始められたものとみえる

として挨拶されてきている。にもかかわらず今回に限ってな　　　この議題こそ臨時総会の中心討論になるだろうと思ってい

ぜ名誉会長の名を避けたか。のみならず議事に入ってからも　　たが・様子を聞いてガッカリ1した。文部省から出た諮問案な

副会長M氏の質問に対する答弁で，名誉会長なんか迷惑千万　　るものが2－3ケ月も前に出ているのに会報で知らせもせず

で辞任するとまで云われたそうである。　　　　　　　　　　　席上配布も全員に渡らず・加えて学内理事の説明は案の内容

　かりにも同窓会総会の席上で，たとえ立場はちがうといえ　　には殆んど触れず専ら母校の将来計画は工学偏向にあるので

ども母校の長として，そんな不思議なまた尊大な言葉がまか　　農学を基盤とする蚕糸教育の合理化には自信がもてないと云

り通っていていいだろうか，列席者は皆あ然として一人とし　　うような学内罫情の釈明に終ったとか。この謙題は会員の最

てそれをただす者もなく，最後に北奥支会からその言葉の撤　　大関心事である母校の将来像を激変する事柄であるにかかわ

回を求められたが，答がなかったそうである。これは議事外　　　らず意見が沸かなかつたのは・出席代議員諸氏が予備知識に

の派生問題として理事者の措置に待つとするが，定i欲ぱもと　　乏しかったことや・討論の時間が少なかつたことや・9’月ま

より会の本質に触れる問題であることを全会員が確認すぺき　　でに学部の態度を決定するんだ（説明）と云う余裕期間があ

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることにもよったのであろう。だから結論としては只’「委員

　　　　　　　糖会議とかのこと　　・㌶灘認ξ蕊≧蕊㌶議瓢
　議事の初発に副理事長のM氏が教養統合問題についての名　　じむ問題であると考えるので，この際母校に対しては特に慎

’誉会長としての見解をただしたのに対する答弁が同窓会を非　　重な態度を強く要望するとともに同窓会は同窓会としての，

難し無視するような言い方もあり「名誉会長は辞める」と言　　　また業界人としての見解態度な結集して側面的運動を展開す

うほどの今までにないいささか殺気立った空気の会になりそ　　べきであろうρ



（6）形．155（昭和31年6月18日銘3租郵便物認可）rF　曲　会　報　　　　昭和40年8月口

　　　　　　千曲会臨時総会出席者　　　　　、　岡庭武治君を悼む

認霧翌原竃　　　　　　　場竺瓢耀欝灘舗1麟≧熟
（茨城）伝田敏夫　　　　　　　　　たま台風瞬の難］醐発令されており・そ鯨1策協磁沈め
（群　馬）　小平　一彦　　猪坂　哲郎　　　　　　　　　　　　　勤務する勢多洲1富士見村ll！と協の常務巡事膓壱へ早朝バイクで出

（埼　玉）　久保田康夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向いた。その途中7時40分頃功ミ城県肪大1王1用水附〕1‘において

（栃．木）岩下嘉光　　　・　　　　　前力継行中の詞肋にいくか劇肺迫い｝1蛭うとした
（東京）　1］1泉辰雄　斎膝幸夫　剤黍義臣　　　際に，わずかに接触する糊1εの術触して翫ヒ｛ごはねとばさ

i璽駕認ぷ　』　　1さ拠・・卵ち剛喬・1・眺・病魎1｛ば・・て鞘
（北佐久）土職一郎大山翻1　　　　綬胱が・傷札い外伽1・一つ統い蹴・川iki艇：醐る
（南佐久）、松永省吾　　　　　　　　　　　　　　　　路而への頭都強打により・脳内川耐：：払；こし憶識不明の了ぱ

（上　小）北条五郎右術門　井沢　喜三　　笠原　義人　　　　　1111判0分には息を引きとった。堺というか企く僧じられない

　　　　　川上　保人　　和田　　晋　　湘生　俊興　　　　　ような最後な遂げてしまダ）たのであるDllり君は学校｝li時・もヲ1肖

　　　　　笠原　正巳　　田ロ　　玲　　倉沢　莞徳　　　　タ竜知らずの元気者で，応召中や敗戦によ｛）シベリヤに抑留中

（安　筑）　加藤秀次郎　　倉沢～二三　　1反本　勝三　　　　う時にこんなことに瓶ってしまったのであ翫、惜しんでも1瞥

（愛　知）　稲垣　　原　　鈴木　　熟　　　　　　　　　　　　　しみきれない痛恨事であり，］恥貴族に何と1｝」o悔み中し・お怯t

（石・｝川）　斎田　新次　　　　　　　　　　　　　　　　，　めしてよいかその言葉を如らない・

（三重）　鈴木　IE悟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同君け初1三∫1象が人を食ったようたところがあり，ややもす

（京滋）　埜　秀rlll　　　　　　　　　　　　　　るとその人柄な‖呉解されるようなことがあr）たかも知れない

il　l｝曇敬ll・　　　　　‡㌫麟‡ll㌶蒜跳㌶《熈
（山　陽）　江野村一雄　　　　　　　　　　　　　　　　が，決してツボ1を外さないという卓越した技術1］勺識見と強い

（高　知）　湯原　　清　　　　　　　　　　　　　　　　　　　致任感そして’常人の及ばない指灘力を撞っていた。事故当日

（徳島）　村田　一歯　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　も本年春茜i期の異常1気］象に加えて台風の胆来とあってレ霊蚕作

（学　内）　小泉　清明　　山口定次郎　　野口新太郎　　　　　に及ぼす影響が大きいことを心配し，仕事に対する熱意と戎

　　　　　萩原清治　…三石　賢　小林　勝　　任！醸から刷呪に上糖咄飢・たことを関締か酬き及び

　　　　　雛糠難　1灘璽i嶽≧灘灘
　　　　　押金　健吾　　関　　博央　　脊沼　　茂　　　　同君の冥福を祈るとともに・御澱族に対し心から哀悼の意な

　　　　　遠藤　恒久　　小山　長雄　　金井　　清　　　　　表する次第である。　（蚕23，竹内）

　　　　　田中　一行　　大谷　隼人　　美斎津利正　　　　　　追記　御遺族は令閾こと様と康夫君（中学1年）の二人で

　　　　　滝沢　達夫　　白井要範　　　　　　　　　　　　　　但三所は前橋市北代日1町546の2である。

皆様の百貨店

上田一

趾鵬
　　　　罵渉》劃

長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
TE］し塩田650

社　長　増　島　芳　美



・　　’　　バ’　　　　　，　　　で尽きる莇がない・甲足所訓はゴールデ　を一凹に見’卜1fりるレス｜・ランで杜∫こを

戯置撫講製一，．i竃i撒欝羅馴1翼竃騰難議1
詰㌶勘㌶慧盟繋ら条騨灘食；鎧三釈難㍑’蕊㌫粥牢‡㍑翻麗雛㌶竺儲ら袈馨

韻の繊逸してはな馳と思し・是が非御他界の旨鋤が参り一同驚誤った次を催して搬訪ll胎も企てたら畑肱ら
て蛭紅そは洞しようと蠕コ閤と撫・一同で剛の翼福酬った・爾甲んかとの温出たが扱て劇暗幾何ある
相謀り5月1日会合と予め決定し具の上　談難71から50ゴrnljの入正4｛「4月16日に　だろうか，入方の御賛否も伺い度いもの

て2刀頃から各氏のご都合を伺い参加を　大｛鴇田から且ったと云う長い又い毛竿の　である。

勧誘した処最小6名参加ヵミ砿江となった　手紙の写しを送って来られ一同若かりし　　以上原稿の起稿に当り大箸刀より色々

のて・いよいよ決行することにした。囚　50年前の動前を懐古して興深かったが・　な材料を頂きましたことをr！己し弦に感謝

に二糸期生の入校者数は当哨33名だった　よくも賄万がこんな古い手紙を保存して　の意を表します。

のが現在の生存者数は僅かm名て恐らく　居たものと一同驚かされた。　　　　　　　（写真も当日須磨荘て撮影したもの）

　　昭和咋8月順　　　　千　　曲　会　　報（昭和31年6月18日第3稲郵便物認可）脇155（9）

　　　　　さろん　 タ忙率の最も多いクラスてはなし・だろう夜け供のヨ’供辻が「父ヵミ学生鴎代」り

　　　糸醐生の同縮　繍綴》3催裟㌶㍍讐灘；㌶際蹴
　　　　　　糸二期止　沖　　塙　治　　る・処が何んと皮肉な神の忠戯か4月26　会に子として1、泉謝rllし．トげ’5とチ1、にw迎

の高㌶漂覧㌶蕊1詣蕊㌶㌶㌶漁㌶1ぽ㌶蹴罐麟1註
ζ雲㌶㌫跳撮㍑；『票：瓢懸㌶ぽ腰蒜麗窪『と；辮ξ《㌶㌫

縦㌫罐聯螺驚1翼欝嶽竃霧籔螢；1覧蕊藷；墨灘
’　　　　　　　　　捌Lて肱のよぽ削1世でくれ・．トて《陽・コ洲ll来た。殊にごの六川｜蝋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田からは細川三郎田が遠阯6わざわざ弛礼　星期の気lllll但い為めに登川1的く，本ll

睡麟隷醗　　i灘議1；竃蕊撒1㍑㍑罐灘鱗ll

　　　本　会　記　事　　霧蒜墨需纂1籔籠竺ミ1寸三　　母校ニュース

　　　　理　事　会　開　催　　　　　　尚・隅田隆太郎・小山艮雄の各氏が遼出　　　　　学　　内　　人　　事

　6月17日理事会を千曲会館に開催・山　された。②事務引継について・柳沢前理　○一般教養部生物学研究室小山長∬‘，
隔苦は山口理事長外理事・顧問・相き炎役　事艮から40年度事業のうち研究助成につ　　同化学研究室横フ1政時両助教授｝ま7月

25名出席・lL旧理事長識長として議事を　いては既に施行ずみであること。学界講　　1日村文部省発令により信州大学教授

辻めた。①評議会聞催については，東京　演会事業計画について事務引継ぎがあり　　に貝任された。

支会から母校一般教養部の統合反対の決　事務については5月27日監事会が行われ　○一般教ψ部生物学研究室　沽水建美，

識は昨秋の総会で決定したので・この結　たので財産目録の基本財産の保管状況関　　同英語研究室高橋規矩両講師は7月1

果報告については臨時総会を開催するよ　係書類の事務引継が行われた。③顧問推　　日附文部省より信州大学助教授に昇任
う意見があった。定款によって評議員会　戴については本会を公益法人組織の財団　　された。

を開促して決定すべさてあるが，日時的　法人設立認可に功績のあった柳沢延房前　　　中島遇事務官

にその余裕がないのて評議員に忠面協義　理彗丁長を顧聞に班戴することに決定した　　　　　信大教育学都事務長に栄転

することによって臨時総会開此の可否を　④評議員の1｛｛薦にいてけ9月号に氏名掲　　信州人学木音i働務の元母俊庶務係長中

決定することになった。開催が決定した　載の予定。　　　　　　　　　　　　　　島」星・｝1務官は了月1日付文部省発令により

場合は大学における蕨糸学関係学科の教　　　　　千曲合費完納者　　　　　信州大学教育学部事務良に夕1任された。
育のあり方についても議題として上程す　　今回次の会員は通錦会費40回完納され　　　信1111大学教職員

ることに決定した。　　　　　　　　　　た。本会向上発展のため多大のご協力い　　　　　レクリェーション大会開催

　　上田繊維科学振興会役員会開催　　　ただいた事を感謝いたします。　　　　　　繊維学部当番にょり信大職員レクリェ

　7∫］12日上田識51｛科学振興会役員会を　　（敬称略）　　　　　　　　　　　　一シコン大会は7月24・25日両日学部｝こ

聞催次おとおり決定した。①理事長，副　　　林　　秀門（糸19・京滋）　　　　　おいて盛大に行われた。前nまて梅mも

理蔀長，常務理守の選出について協議の　　　内川　　勇（蚕13’愛媛）　　　　　あけやらぬ模様てあったが当日は土用の

粘果，理詔互選によって新理下艮に会田　　　伝田　静夫（蚕21・上小）　　　　暑さとなり各種目が予定通り行われた。
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　　　　　　　会員動静　　篠。酷紅8蜘諜～、、麟欝1郷（茜
前沢康雄蚕　14茨城私立水城高等学校（住）7k戸　　　　　　　　　　　　　、！梱支部（住）名古賠ll昭和

　　　　　　　　　　　　　；ll㍗4°3の7醐・戸（5）笠9櫟光糎蜘膿1㍗1瓢議蹴

出野正雄蚕23京滋京都都府民生労働部労政課　　’　　　　　　　　　　　　（東京那足立1商捌ll2のgの
　　　　　　　　　　　　　（兼）京都府山科中小企業労　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
　　　　　　　　　　　　　働相談所長　　　　　．　　　中村冨隆学糸5　山陽農林宮沖ll｝賠川農攻1・1搬り｛随

北原　幸治蚕26北信長野県長野西高、葺学校　　　　　　　　　　　　　　　　　1課（岡II川∫東］！「松lllD
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　　　　　　　　　　　　　淋了旦＞r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（622）　9835

晒村閤男蚕29北信長野県蚕業試験捌錘i部長　　荻原1導文紡27山陽倉敷繊維加工1（K企画部次長
黒子　　浩蚕　31近畿大阪府立大学農学部」迎ミ学教　　　　　　　　　　　　　　　（倉敷il加151∫650のD

　　　　　　　　　　　　　室（佃綱百大伽∫　　大谷歎鋤2編勘捌脚7継Kナ仲ソ．賜
宮下久吉蚕32東京悲林省農政∫、；1普及教育課救育　　　　　、　　　　　　　　（敦賀了1∫桜品町）
　　　　　　　　　　　　　服（鯨都刊細獺ケ関　柳1醐1鞠13栃木ll継製緑K州1．瑚（・川｜
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中村文雄　寮　35更埴長野県企業1；iが倉」：山田水道　　’　　　，．　　　　　　　　22
　　　　　　　　　　　　管理；1励所長　　　　　　　羽村信人化　2　山陽鍾ケ淵紡繍KK防府工場
大井秀雄蚕　36熊本　農林省蚕糸試験場九州支場　　　　，　，　　　　　　　　　（住）肪府f｛∫岡村町

　　，　　　　　　　　（熊本県蹴棚猫木町畑D　　下平冨夫化　8埼玉肉陽バルヅKK東細｝猫W
　　　　　　　　　　　　　（イ｝三）熊本県鹿本郡植木川∫∫1ζ　　　　　　　　　　　　　　　（埼三1県東松崎東ド）

　　　　　　　　　　　　住住5斗1　　　　　　　　　　小松　好人学化6　近　畿大阪府高槻氾∬刑25し｝大和紡

卿鋤時謝・1ヒ佐久從嫡鵠｛離（住）f欲肺｝　　　　　　　綱・・醐
　　　　　　　　　　　　村田）　　　　　　　　　　池田紘二学化ll近　畿花．li石鹸KK　旅1寒利学研究
長岡　俊男　学蚕7　上小　依lll川中学校（長野県メL子lllD　　　　　　　　　　　　　　所q｝三）＄ll歌山ll∫西浜火浦11
　　　　　　　　　　　　　（イ1〕三）　メL二｝C田∫長1唯頁3466　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30イE三1三滞7鹸戊11不1｜鴛ξ

橋詰　　強　学蚕7　諏　訪　長野県保育元輻門学校（住）諏　　一　　　　　　　　…　“　一『…“｝｝一＾“帆一M　一㎏｝…w｝……

　　　　　　　　　　　　　訪市湖南水戸代水戸団地10号
E…順　；幽夫　学蚕8　南佐久　長野県1…三旧高鵠；学校（n三）佐

　　　　　　　　　　　、　久市桜井135
和田　宗昭　学蚕8　竜　川　長野県辰野害，欝学校（住）辰

　　　　　　　　　　　　野町1744那須野真一方

佐野　寛機1愛知ブラサP工業KK（名古屋市
　　　　　　　　　　　　瑞穂区堀田通9の35）（住）名
　　　　　　　　　　　　古屋市瑞穂町苗代町2の2
岡本栄一糸15愛知有限会社知立鉄工所代表坂締
　　　　　　　　　　　　役（住）愛知県碧海郡知立町

　　　　　　　　　　　　栄2の33
武者　忠滲　糸　22　安　筑　長野県梓川高等学校

為替のご用は

　　はやくてたしかな
　　　　富士をご利用下さい

千曲会へのご送金は，当店宛の振替貯金

ロ座長野3523が一春ご便利です

　　　　　　上田市原町

皆様の㊧｝富士銀行上田支店

　　　　　編　集　室　よ　り
暑申御見舞叶1し上げ士す。

臨時総会のさいは各支会からご川席11t」丘なご意見をい

ただき感謝いたします。

　学部も真剣に研究し六こ問題であり，木会も母鮫の歴

史と発展につながる問題だけにとかく理に神させば角

がたっといった場1爾もあったが等しく大学の発展を如

何にするか意図は同じであると思う。切に祉会を見る

限の肥えた意見がとり入れられその実現を期したい。

編集委貝小林蘭一，竹1［1　寛，石川　博
㌫髭：綴竃認㌦藷・一之瀬瓢［
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　　　　　　東京都港区新橋1の15の4
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